

































































































感謝場面における応答表現の分析のために、2017 年 6 月 12 日から 6 月 23 日までの























































疎関係」、「負担程度」（Brown & Levinson, 1987）の 3 つの要因に分け、〈表 2〉のよう



































































日本人大学生の方で 2 倍近く、「恩返しの要求」は韓国人大学生の方で 5 倍ほどそれぞ
れ多く選択されている。
表3　日韓の大学生における感謝応答ストラテジーの使用比較
感謝応答ストラテジー 日本人大学生 韓国人大学生頻度 パーセント 頻度 パーセント
受け止め
承認 257 40% 388 52%
相互感謝 9 1% 25 3%
喜びの表出 8 1% 1 0%
助けの意思の表明 20 3% 35 5%
恩返しの要求 4 1% 41 5%
不満の表出 2 0% 5 1%




否定 240 37% 175 23%
冗談 4 1% 20 3%
謝罪 3 0% 1 0%
話題転換 14 2% 3 0%
合計 650 100% 751 100%
以下に、〈表 3〉に提示されている日韓の感謝応答表現の具体例について紹介する。
4-1-1　承認






はありがとう。」、「아니야 내가 고맙지 .（いやこちらこそありがとう。）」、「네가 해 준 
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4-1-4　助けの意思の表明
相手の感謝に対して今後も助ける意思があることを示す表現で、「また何かあったら
言ってね。」、「いつでも言ってください。」、「다음에도 도움 필요하면 말해 .（また助けが





て。」、「한턱 쏴라~（おごって〜）」、「담에 니 차례 .（次は君の番。）」、「고마우면 밥이



































（いやいや。）」、「전혀 전혀 .（全然全然。）」、「아니야 , 뭘 이 정도 가지고 .（いや、何こ




10 倍にしておごってね。」、「감사하면서 먹어라 .（感謝しながら食べてね。）」、「이번이 


































































トラテジーは、親しい友人の場合「承認（ ％）＞非言語表現（ ％）＞恩返しの要求（ ％）＞冗
談（ ％）＞話題転換（ ％）＞」の順で、親しい後輩の場合は「承認（ ％）＞非言語表現（ ％）
＞否定（ ％）＞話題転換（ ％）」の順で表れており、相手に関係なく「承認」と「非言語表現」
が多く選ばれていた。一方、韓国人大学生に多く選択されたストラテジーは、親しい友人の場合
「承認（ ％）＞恩返しの要求（ ％）＞冗談（ ％）＞非言語表現（ ％）」の順で、親しい後輩



































































































































































































「いつでも言ってください。」、「다른 거 또 할 것은 없나요?（他に何か手伝うことはありませ
んか？）」といった「助けの意思の表明」の場合、日本では親しい間柄で選ばれているのに対し、
韓国では親疎に関係なく、負担程度の高い状況で多くなっている。
















































 図7　親しい教授の依 あげた場合 図8　親しくない教授の依 げた場合

















「いつでも言ってください。」、「다른 거 또 할 것은 없나요?（他に何か手伝うことはありませ
んか？）」といった「助けの意思の表明」の場合、日本では親しい間柄で選ばれているのに対し、
韓国では親疎に関係なく、負担程度の高い状況で多くなっている。















































































図 親しい後輩の依頼で助けてあげた場合 図 親しくない後輩の依頼で助けてあげた場合
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5．考察
































































































































（3） 男女構成比は、日本では女子学生 36 人と男子学生 1 人、韓国では女子学生 29 人
と男子学生 11 人となっている。










（8） Brown and Levinson（1987）によると、円滑な人間関係を維持するために、人々
は互いに相手の顔（face）を配慮しながらコミュニケーションを行う。やむを得ず
相手の顔（face）を脅かす行為（Face Threatening Act, 以下 FTA）を行う場合、
その程度によって、（1）露骨に FTA を行う、（2）相手のポジティブ・ポライトネ
スを配慮するストラテジーを行う、（3）相手のネガティヴ・ポライトネスを配慮
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A Comparative Study of Japanese and Korean College Students’ 
Response to Gratitude
Hye-Gyeong OHE, Myeong-Hee KIM 
    This research focuses on how speakers respond to expressions of gratitude in Japanese 
and Korean from a contrastive perspective. This analysis of the DCT data from Japanese and 
Korean college students targets how they perform linguistic strategies in the speech situations 
of gratitude. The results show that the college students from each country used a variety 
of linguistic strategies in responding to gratitude reflecting the degree of the interlocutors’ 
relationship, indebtedness, intimacy and social status. Some strategies were misinterpreted 
causing misunderstanding: Korean students chose “request of reward for their kindness” as 
a strategy with their close friends while Japanese students regarded the response to the same 
situation as impolite or rude. This study can enable the learners of Japanese and Korean to 
perform appropriate linguistic strategies by considering a variety of social factors in the situation 
of gratitude.
（Ohe: International Christian University, Kim: Sundai College of Business & Foreign Languages）
